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▼茨城県の関係⼈⼝紹介冊⼦をひらいてくれてありがとう！

東京都出⾝。コンサルタン
ト。潮来市で暮らし、⾼速バ
スで都内の企業に通う。その
距離往復200km。東京だけの
⼈間で終わりたくない。地域
プレイヤーとして潮来を盛り
上げたい。そんな想いを抱き
プログラムに参加。

潮来市
LOC SUP ITAKO

横地 綾⼈

アウトドア／イベント

h"ps://loc-sup.com/

LOCAL PLAYER 
BOOK IBARAKI
とは？
茨城をもっと⾯⽩くしたい！地域への関わりし
ろをつくりたい！と思い活動している茨城県内
プレイヤーを紹介する冊⼦です。このBOOKを
もって、⼈を⽬的地にするでもいいし、あなた
のメインの⽬的地の「次に⾏く場所選び」に活
⽤してください。いつもと違った茨城との関わ
り⽅が⾒つかるかもしれません。

①写真
②名前
③エリア
④プロジェクト名
⑤キーワード
⑥紹介説明⽂
⑦URL
⑧QRコード
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P6〜STAND IBARAKIプロジェクトオーナー紹介

※この冊⼦は、茨城県の移住促進・関係⼈⼝創出事業である
「つながる茨城チャレンジフィールドプロジェクト」2020〜2022年度のSTAND IBARAKIを中⼼に編集しています。

※スマートフォン⽚⼿に
調べてみよう！

P3
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2022年度は、茨城県内外

から21組がプロジェクト

オーナーとして参加。地域

課題解決や自己実現を目

指しながら、情報発信、場

づくり、街づくり、音楽フェ

スなど様々な切り口のプ

ロジェクトを作り、Day1か

らDay8までのプログラム

のなかで、学びと実践を

繰り返しました。

Day1から6では、座学と

フィールドワークを通し

て、メンターや地域プレイ

ヤーに学び、フィードバッ

クを受けながら、自らの実

践や発信の試行錯誤を行

いました。

2022 Program

⼤洗〜ひたちなか

東京でPR発信

9月

「ローカル」で実践する際に必要な「地域のキーパーソン」
とのつながりを得たり、「事業の作り⽅」を学んだりしつ
つ、県内外の先輩プレイヤーからのサポートを受けながら
実践できるのが特徴です。

https://standibaraki.jp/

Day 1
オリエンテーション

全体プログラムの流れ
／⾃⼰紹介／先⾏地域のフィールドワーク
／メンター紹介ミニ講座
／地域コーディネーターとは／交流会

＋フィールドワーク
（2⽇間@ひたちなか・⼤洗）

・9／3(⼟) 13：00〜17：00
・9／4(⽇) 9：00〜15：00

Day 2・3・4
持続可能なPJの作り⽅を学ぶ基礎講座
・9／14(⽔) 19：30〜21：30
「ビジョン・ミッション・コンセプトの作り⽅」
・9／28(⽔) 19：30〜21：30
「企画化・チームビルディング」
・10／12(⽔) 19：30〜21：30
「発信・マーケティング」

Day 5
中間発表会
・11／12（⼟）13：00〜17：00

参加者によるプレゼンテーション
／フィードバック

Day 6
STAND TOKYOコラボイベント
・12／7(⽔) 19：00〜21：00

Day 7
最終プレゼンピッチ
・2／11( ⼟ ) 13：00〜17：00

オープニングセッション
／全員による公開プレゼン
／フィードバック
／オーディエンス投票

Day 8
公開作戦会議
・2／23(⽊) 14：00〜17：00

ゲストトークセッション
最終プレゼンで選ばれた 3 組によるプレゼン
／⼀般参加者を交えた次回
／アクション公開作戦会議
／ STAND IBARAKI 全エントリー者の紹介
／交流会

茨
城
に
仲
間
を
増
や
せ

11月

12月

2月

Entry
募集期間： 6／17(金)～7／18(月)

STAND IBARAKI
「⾃らが設定したプロジェクト」のプロトタイプを実践する約半年間のプログラム

▼茨城県 関係⼈⼝創出プログラム「STAND IBARAKI」の概要

【チャレンジ増加中】

最終プレゼンピッチ

10月

県庁11Fで発表

オンライン講義

▶2020・1期⽣25組がチャレンジ！ ▶2021・⼥性プロジェクトオーナーが躍進！ ▶2022・プロジェクトが多様化！

メンターのべ18名

東京からの参加者

県⻄

県央

県南
⿅⾏

お互いのイベントに参加

相互応援
エリアを越境した交流

類似プロジェクトに訪問

共同でイベントを実施

店舗化

継続的活動
（主催者側へ）

ボランティア増加

事業展開

⾃治体と協働

Instagram
Facebook
Twitter

note

WEB

イベント
開催

プレゼンテーション
参加

ラジオ出演 取材・
メディア露出

YoutubeSNS

応援隊
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活動
シェア

オンライン
飲み会

チャレンジした
プロジェクト数
67組！

福祉 ⾳楽

教育

観光PR ワーケーション

サウナ

アウトドア

ゲストハウス

場づくり

関係⼈⼝
3年間で990名

本
漫画インタビュー

SUP

リノベーション

イベント

⾃⽴し地域プレイヤーへ

県内のフォロワー

学⽣
会社員

フリーランス

主婦

地域おこし
協⼒隊

移住

コミュニティ化

ファンベースの確⽴発信
個⼈アカウント以外での挑戦

多様な
参加者
やってみたいをカタチに

…and more

県北
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▼STAND IBARAKI 2022 MVP3組の紹介

メンター＆最終プレゼンテーションのオーディエンスの総合評価

STAND IBARAKI中のプロセスとファン獲得が⾯⽩い賞

LOC SUP ITAKO

⾃然とまちと⼈が
つながるかくれ宿
DAIGO SAUNA PROJECT

⼤⼦町のサウナプロジェクト。サウナ、⼀棟貸し
の古⺠家宿、地域交流拠点が事業の柱。⼈が出会
い新たな「コト」が⽣まれ、⼤⼦町での体験のハ
ブになる場所を⽬指す。⼤⼦町の⾏政やプレイ
ヤーと連携しながら企画進⾏中。

和⽥ 真寛さん
⽔⼾市出⾝、東京在住。古⺠家再
⽣コンサルティング業を営む。現
在、家族で東京と⼤⼦町との⼆拠
点⽣活を実践中。⾃分らしく⽣き
たい、東京とは違う価値観が欲し
い、という想いが本プロジェクト
に繋がっている。

潮来市の地域資源「⽔辺」を舞台にしたプロジェ
クト。SUPで⽔辺を巡る企画を⽪切りに、⽔辺か
ら街へ、潮来から⿅⾏地域、茨城全域へと展開を
計画中。「⽔辺のある⾵景を⽇常に」というビ
ジョンを掲げる。

横地 綾⼈さん
東京都出⾝。コンサルタン
ト。潮来市で暮らし、⾼速バ
スで都内の企業に通う。その
距離往復200km。東京だけの
⼈間で終わりたくない。地域
プレイヤーとして潮来を盛り
上げたい。そんな想いを抱き
プログラムに参加。

⻑く継続するために：

⼩さな積み重ねが、街の景⾊を作る

ローカルプロジェクトの意義：

強い想いがあるからこそ、地域で活躍できる

プロジェクトオーナー

プロジェクトオーナー

茨城でなにかやりたい、と考えていたとき、東京で開催さ
れていたSTAND TOKYOに出会い、今回の参加に繋がって
います。僕の場合、プロジェクトは儲けを考えて始めるよ
りも、『⾃分のやりたいこと』から始まり、そこに収益性
や社会性を繋げていきたいタイプ。STAND IBARAKIのメン
ターさんたちも、僕と似た流れで事業を始めた⼈が多い印
象でした。だから、地⽅や経済規模の⼩さいエリアでどう
やって事業をつくるかを聞けたのは⼤きかったです。僕⾃
⾝も実践してみて、プロジェクトを続けられる感触を得ら
れました。

常に気を張っている東京と、リラックスした素の⾃分
でいられる潮来。それぞれで頑張るほど、どちらにも
いい影響を与え合っていました。潮来で挑戦するとき
は、会社のブランドも通⽤しないし、家族からも間近
で⾒られます。だからこそ⾃分の純粋な⼈間性で勝負
できる。それがモチベーションに繋がりましたし、⾃
⼰肯定感にも繋がりました。

STAND IBARAKI賞

NEW IBARAKI賞

PLAYER
STAND IBARAKIに参加したプロジェクトオーナーたち

STAND
IBARAKI

賞

NEW 
IBARAKI

賞

https://loc-sup.com/

動画／⼤⼦町と東京の⼆拠点⽣活

アウトドア／イベント

コミュニティ／イベント

2⽉最終プレゼンテーション当⽇の会場参加者の投票

茨城⼤学近隣にある、実家とその店舗、隣接する
⼤越さん所有の遊休不動産を活⽤し、⾃分の課題
と地域課題解決を⽬指す。単にアパート⼊居者を
増やすのではなく、⼤越さんと理想の暮らしを語
れる仲間を増やしてゆく。

どのように継続するか：

⼈や街の想いとともに、⾃分も変化してゆく

⼤越 瑞⽣さん
⽔⼾市出⾝。理学療法⼠、出
張料理⼈、アパートの⼤家。
イベント企画や地域活動も実
践。暮らしの中で⾃分の幸せ
をストイックに求め続ける。
家業の化粧品店とアパートの
課題に直⾯したことからプロ
ジェクトを考案。

プロジェクトオーナー アパート運営では、満室を保つのは重要です。でも、そ
れ⾃体を⽬標にすると、僕の根本的な想いからずれてし
まうと思ったんです。収益だけを意識したら、物件の建
て替えや、有料駐⾞場にすることも考えられます。でも
僕は、⼈の繋がりや地域への想いを⼤切にしながら、僕
⾃⾝が居⼼地よく暮らせる場所にしたかったんです。そ
れに、そんなアパートだったら僕がやる意味があると思
いました。だからまず、⾃分⾃⾝が幸せな暮らしを実験
し、体現し、周りの⼈に『僕の幸せに付き合ってもら
う』ことを⽬指しました。
オーディエンス賞

まちをつくるアパート
Co-mito

CONNECT

オーディ
エンス賞

茨城県に問い合わせる調べてイベントに参加する

茨城県の取り組みをフォローする

Re:BARAKIで検索

プレイヤーに直接連絡する

1

2
Check！

STAND IBARAKIに参加したプレイヤーを応援したい！

⼀緒に活動してみたいという⽅は以下のいずれかの

アクションを！

3

4

Click me！

いばらき移住・

⼆地域居住推進協議会

茨城県 政策企画部

計画推進課 移住推進G

TEL 029-301-2536
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プロジェクト名で検索

https://www.instagram.com/ibaraki_omuraisu/

コミュニティ／シェア



⽔⼾市袴塚にある住み開きシェアハ
ウス”はちとご”を拠点に、本のある”
⽴ち寄れる場所”を⽣み、⼈が出会い
学びが⽣まれる場づくりにトライし
ます。本や本棚を触媒に、偶然との
出会いや学びのある場の創出にトラ
イします。⾃分や周りの⼈の暮らし
が”開く”きっかけにしたいです。

⽔⼾市本と○○。
-本がある場づくり-

板⾕隼

コミュニティ／イベント
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https://www.instagram.com/hach
itogo85/

▼STAND IBARAKI プロジェクトオーナー

「UPDATE SHIMODATE」と「下館
の輸出」を活動の⼆本柱として活動
しています。公共スペースの整備活
動を通し下館の地域魅⼒を向上させ
つつ、発信もすることで「地元も、
世界も。あっと驚く下館に。」を実
現させ、関係交流⼈⼝とシビックプ
ライド向上を⽬指します。

下妻市

コミュニティ／イベント

https://www.facebook.com/shimo
dateoshi

撮影スタジオ付きコワーキングス
ペースを拠点に、学⽣と社会⼈が交
流できるイベントを開催していま
す。アイディアをブラッシュアップ
し、コアメンバーを集め、その過程
において共感者やファンを増やし、
資⾦も獲得したい。そのためのさら
なるアイディアやノウハウ等を⾒聞
きしたいです。

⽔⼾市NEW 310 
学⽣×地域の⼋⽅良しプロジェクト

蛯名雄太郎

教育／コミュニティ

https://coworking310.com

⼤⼦町で体験可能なアウトドアコンテ
ンツを考案していきます。「アウトド
アしたいけど、道具を持ってない」
「⼤⼦町まで道具を持っていくのが⼤
変」 「アクティビティ体験の予約⽅法
が分からない」 上記の悩みを解決でき
る、モトクロス体験やサイクリングツ
アーなどのサービスを提供予定です！

⼤⼦町アウトドアベース
⼤⼦

⼤森湧太

アウトドア／イベント

https://outdoor-base-daigo.com/

⾃分が経験した苦い体験から、学⽣
のうちに挑戦しやすい環境が必要と
実感しました。「学⽣と地域を繋
ぐ」「学⽣が何かを始める時の⽀援
を⾏う」事で学⽣の「やりたい」を
実現します。また、「やりたい」を
⾒つけるお⼿伝いをします。学⽣と
いうヒカリにイロドリを加えていき
ます。

⽔⼾市ヒカリノイロドリ
岡﨑佑汰

教育／コミュニティ

https://www.hikarinoirodori.jp

コロナ禍の今、⼊院・⼊所している⽅
と会えるのはリモート⾯会くらい。終
わった後、互いにもっと寂しくなりそ
う。そこで、漫画でコミュニケーショ
ンを図ってみたところ思わぬ反応が得
られました。⾒返して何度でも温かい
気持ちになれる「漫画書簡」のエビデ
ンスと差別性を固めていきたいです。

⼋千代町漫画書簡
-Manga Letter-

ポン⼦

インクルーシブ／SNS

https://www.instagram.com/
mangaletter/

下館京師会
市街地魅⼒向上・発信プロジェクト

宇⽥川⼤介

制度の網から漏れてしまった「⽣活
に困っている⾼齢者（家族も含め）
への⽀援」「関係者との連携強化」
を⾏うため、無料福祉相談会を開催
しています。これからは、つながり
を作り、地域との輪を広げていきた
いです。その⽅法について、いろい
ろ考え、話をし、実践していきたい
です。

⽔⼾市オリオリ⼈⽣活
サポート

織原⼤

インクルーシブ／コミュニティ

https://note.com/oriori05010327

移住ソムリエ® です。地域を⾏き交
う⼈の流れを創りたく⼋千代町の地
域おこし協⼒隊員でにぎわい創出を
担当しています。町内の飲⾷店の⼀
⾓を間借りして、⼦どもたちにアー
ト体験を提供します。地域を超えて
繋がり未来への継承と資源活⽤を
テーマに相互交流できる駅を創りま
す。

⼋千代町やちよまち
仮想鉄道

草柳ちよ⼦

コミュニティ／イベント／

https://note.com/kusayanagi

地元の⼈の声をベースに、朝ごはん
から宿まで１⽇滞在できる情報をデ
ザインする「旅のテンプレート」を
作成し、ノープランでも茨城を満喫
できるコンテンツを発信します！ 地
元の⼈の⽇常にあるようなローカル
なお店に⾏ってみたい。妥協ではな
い安定の「とりあえず茨城！」を作
り出したいです。

県外ノープラン イバラキ
⿑藤佑⾶

SNS／コミュニティ

茨城県内の熱い仕事のことをいっぱ
い聞けるラジオをはじめます。合⾔
葉は「仕事だからしょうがない」。
ストーリーへの共感から仕事に関わ
り、仕事と称して楽しく茨城で遊び
ながら、作り⼿が楽しい仕事、依頼
主が嬉しい仕事に取り組みます。楽
しい仕事を⼀緒につくるメンバー募
集中です。

つくば市たのしごとうれしごと

人とストーリーへの共感から始まる
お仕事プロジェクト

佐野匠

SNS／コミュニティ

https://note.com/tanoure_shi
goto/

⾳楽フェスを⽇常に根付かせる為、
マルシェ要素やメタバース活⽤を取
り⼊れた可能性を模索していきたい
です。故郷の⼋千代町の若者の⼈⼝
離れを課題と捉え、エンターテイメ
ントを通して町外から⼈を巻き込ん
でいきたいです。9⽉に第⼀回イベ
ント「やちおん2022」を開催し好評
を得ました！

⼋千代町音楽フェスを
日常にする

渋⾕直樹

イベント／クリエイティブ

https://sites.google.com/view/ya
chion

障害との垣根を無くしたい。障害福
祉業界はコロナによって地域との交
流が激減してしまいました。そこ
で、アーティストと福祉施設等の
マッチングを⾏い、障害のある⽅と
アーティストで⼀緒に新しい何かを
⽣み出します。誰かにとって素敵な
縁を作り出していきたい！『縁芸
⼠』になります！

笠間市『縁・芸』
プロジェクト

髙﨑誠

インクルーシブ／クリエイティブ

https://www.instagram.com/enge
i.art/
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世の中の理不尽に振り回せられるこ
となく、⾃⾝の持っている原体験を
基に、創造性を発揮出来る仕組みを
創出したいです。先⾏き不透明なこ
の時代に、どうしたら幸せに暮らせ
るかを⼀緒に考えてくれる⼈を募集
しています。キーワードは、⼼理的
安全性、カオス、アクティブラーニ
ング。

つくば市共鳴塾

中川元

教育／コミュニティ

P10

茨城を教育旅⾏の聖地にしたい！⽇
本の修学旅⾏の形は30年以上変わっ
ていません。時代に合った学びが得
られる旅を提供していきます。本気
の⼤⼈の熱に触れ、⽣徒たちの⼈⽣
の選択肢になるといいなと考えてい
ます。活動は、茨城が抱える社会課
題を学べるコンテンツの開発、旅の
企画・実施が主です。

⽔⼾市森と未来の学校

橋本理沙

教育／イベント

https://note.com/morimirai

いばらきの「ゆるいい くらし」を
テーマに茨城の美味しいものや気に
なったものをインスタグラムで発信
していきます。楽しいことだけに集
中して、誰よりも茨城を楽しんでい
ます。

⽔⼾市ゆるいば

ホンモトツヨシ

SNS／コミュニティ

https://www.instagram.com
/yuru_iba/

STAND IBARAKI 
2020~2021

「いつもの居場所がふたつある暮ら
し」をコンセプトにした、⼆地域居
住特化型タイムシェアリング別荘を
提供。コンテナハウスを使い、来街
者と地域住⺠との交流のきっかけを
作り、両者が地域への愛着を深める
機会を創出する。

⼤洗町OURoom
葦原亜由美

シェア／コミュニティ

https://www.ouroom-oarai.com/

鯨が丘商店街の板⾕坂沿いに建つ眺
めの良い物件「banya base」を活
⽤。「⼼地良い“モノ・コト”に出会
える場所」をコンセプトに様々なイ
ベントを企画。地域のファンを増や
しながら、「板⾕坂の散財ストリー
ト化」を狙う。

常陸太⽥市banya base
阿部深雪

リノベーション／コミュニティ

https://banyabasecraft.stores.jp

2021
MVP

2021
MVP

▼STAND IBARAKI プロジェクトオーナー

県北地域を舞台に活動。PRを必要と
する個⼈や事業者と、取材・発信を
⾏う⼈材をマッチングし、県北地域
の発信⼒の最⼤化を狙う。現在、発
信を担う⼈材としてクリエイターを
育成しつつ、官⺠協働で発信⼒強化
を進めている。

⽔⼾市
⽇⽴市IBAAPI（イバアピ）

新妻幹⽣

SNS／コミュニティ

https://hitacheer.com/posts/IdfO
oKKT

出張スタイルの居酒屋と、ひたちな
かの港町にあるゲストハウスで、週
末の観光客向けに泊まれる居酒屋イ
ベントを開催。茨城への旅の⽬的を
作り、関係⼈⼝を創出する。茨城の
豊富な⾷の恵を活かし、⾷に愛着を
持つ⼈を増やし、理想的な⾷の循環
を作りたいという着想を得る。

ひたちなか市⽴ちより居酒屋

まんま＆ひたちなか市の
ゲストハウス編湊

篠崎桃⼦

コミュニテイ／イベント
茨城には、誰かに⾃慢できる観光ス
ポットは無いが、誰かに誇れる豊か
な暮らしがある。そんな「ありのま
まのいばらき」を伝える”観光以上
移住未満”をコンセプトとしたワー
ケーション誘致策を企画。現在、⽔
⼾市、ひたちなか市、⼤洗町を中⼼
に活動中。

県央いばらき
ワーケーション

平間⼀輝

イベント／コミュニティ

「⼤洗独⾃の良さを活かした海の街
（≒⼤洗）をデザインする」を軸
に、⽂化と⽂化が交わるをミッショ
ンに活動しているチーム。2019年の
「if design project」にて海チームと
して結成され、以降活動を続けてき
た。⼤洗で実現したい「妄想」を募
集し、実現させる活動をしている。

⼤洗町⼤洗カオス
⽯井翔太郎

イベント／コミュニティ

https://www.instagram.com/oarai
_chaos/

「暮らしも遊びも物語も、作るのは
全部きみだ」がテーマ。⼩学⽣が親
元を離れて⼋郷地区の古⺠家に滞在
し、豊かな⾃然と共にある暮らしを
体験しながら、⽣きる⼒を⾝につけ
ていく。地域の強みである⾥⼭を保
全・活⽤することと、体験による学
びを提供することの2つを事業の社
会的意義と位置付ける。

⽯岡市⼋郷留学
原部直輝

アウトドア／コミュニティ

https://www.yasatoryugaku.com/

「100年先も豊かに暮らせる海(街)をつ
くること。」を⽬標に、海と共に暮ら
すライフスタイルを提案。ビーチマー
ケットや海のゴミ拾いの開催、コミュ
ニティスペース運営を通し、阿字ヶ浦
でチャレンジしたい⼈を⽀えてきた。
運営のコアからイベントのお⼿伝いま
で、無理のない熱量で多くの⼈が活動
に参加している。

ひたちなか市イバフォルニア
・ベース

⼩池伸明

イベント／コミュニティ

https://ibafornia-
project.jimdosite.com/

STAND IBARAKI 2021 MVP
2021
MVP

2021
MVP

2021
MVP

2020
MVP

2020
MVP

2020
MVP

P11



P12

PROJECT 2022
茨城に参加するためのプロジェクトの⼊⼝

▼ PROJECT 全体像 2022

iBARAKICK!

Re:BARAKI

県内の新たな挑戦を⾏
いたい経営者と経営者
の⼒になりたい副業⼈
材がタッグを組み新規
事業に挑戦。

JOIN US IBARAKI
仕事でつながる想い

茨城の移住定住事業を発信

茨城への関わり方提案コンセプト

【参加者の声】
本業やプライベートでは出会えな
いような⼈達と⼀緒に、何か⽬的
を持って議論し考えることが本当
に刺激的でした。ただ⾃分のスキ
ルを役に⽴てて、それを報酬とし
てもらう普通の仕事の関係とは違
うところが⾮常に楽しいです。

ちょいなかStyle
茨城のライフスタイルを発信

茨城県内での暮らし⽅をキーワード化し、さまざまなライフ
スタイルを紹介するサイト。物件情報のリンクもあり、イ
メージから茨城への暮らしを探せるようになっています。⾃
治体と連携した細やかな暮らしの情報から近いものを選んで
みませんか。

2022年度より全体体制をリニューアル。これまで
の関係⼈⼝・移住プロジェクトの想いをそのまま
に、プロジェクトを整理しながら、より時代に
あった関わりしろを⽣み出しています。アクティ
ブに動いている全体把握のページとしてご活⽤く
ださい！

担当:ETIC.

2018年度より茨城県の移住定住ポータルサイトを
リニューアル。県内で⼩さな挑戦をしている⼈に
フォーカスを当てたインタビュー記事「ヒト・コ
ト・バ」や、各プロジェクトのイベント情報、
アーカイブなど情報が満載。もちろん茨城県内の
⾃治体の基礎情報や移住⽀援⾦の情報なども網羅
している。⾃治体セミナー情報も更新されるの
で、定期的にご覧になってください！

担当:インクデザイン

担当:ETIC.

担当:インクデザイン

STAND IBARAKI 地域
おこし
協⼒隊

県内の新たな挑戦を育むために経営者と共にプロ
ジェクトを組成し、ヒトやモノをつなぐコーディ
ネーター⼈材を育成するプログラム。

隊員同⼠のコミュニティづくりを⽀援し、継
続的な活動をサポートするプログラムです。

茨城でチャレンジ
したい！という⽅
が、「⾃らが設定
したプロジェク
ト」のプロトタイ
プを実践する7ヶ⽉
のプログラム。

県内でのアクションで人を呼ぶ

県内コーディネーター人材を育成

隊員同士のコミュニティづくり

茨城県

NPO法⼈ETIC.

株式会社はじまり商店街

茨城移住計画

株式会社えぽっく

インクデザイン株式会社

IBARAKI
NET

STAND TOKYO

県外在住の⽅で
も、気軽に茨城
に触れられるイ
ベントを年間12
回開催。

東京圏→茨城への接点づくり

【参加者の声】
茨城でなにかやりたい！と思ってもどこから
はじめれば…という私にとって、講義やメン
ターへの相談があったのは嬉しかったです。
何より想いを⾔語化して、SNSで発信したり
イベントを主催できたのはいい経験でした！
成⻑できましたし、県内のつながりができた
のもとても貴重です！ 担当:茨城移住計画

【参加者の声】
・移住のイベント！と堅苦しい雰囲気
ではなく、茨城と縁がなくてもテーマ
設定やゲストのお話がとても⾯⽩かっ
たです。
・茨城出⾝でしたが、⼤学進学から地
元を離れていて、最近の情報がわから
ない状況。そんななか、同世代が活躍
していることを知って刺激的でした！

担当:はじまり商店街

【参加者の声】
はじめて地域おこし協⼒隊になり、知らな
い地で⼀⼈⼼細かったですが、研修で仲間
ができて、3年間の道筋を⽴てることができ
るようになりました！

担当:ETIC.

【参加者の声】
地域でビジネスとコミュニティを両⽴させる
考え⽅とお作法を学べました！

TEAM
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担当:ETIC.
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▼つながる茨城チャレンジフィールドプロジェクトの軌跡

if design project

Camp in

Re:BARAKI

STAND

2018.4〜 2019.4〜 2020.4〜

関係⼈⼝プロジェクトSTART

イベント開催数52回

ヒトコトバ〜2022

地域おこし
協⼒隊研修

参加者：87名
移住/⼆拠点居住者：10名

コミュニティ形成

企業合宿誘致

デザインプログラム

移住
ポータルサイト

PLATFORM
茨城県の関係⼈⼝プロジェクトの歴史

2021.4〜

東京での
解題解決型

▼掲載記事数94本

※STAND IBARAKI 2019~2021

プロジェクトオーナー46組

⼈材育成

チャレンジ

参加企業致:8社

2022.4〜

コーディネーター育成講座

地域おこし協⼒隊研修

JOIN US IBARAKI

STAND TOKYO

STAND IBARAKI

iBARAKICK！

全体リニューアル

FUTURE▷

2022.4〜 2023.4〜

副業

個⼈活動を
プロジェクトへ

育成

茨城とつながる

≈ ≈ ≈
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